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2021年度資金分配団体向け
オリエンテーション

2021年9月22日, 29日

本オリエンテーション資料は、JANPIAの委託により、
一般財団法人CSOネットワークの責任のもと、
以下のメンバーによって作成されました。
今田克司、千葉直紀、大沢望
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オリエンテーションと公募前研修の位置付け

オリエンテーション PO １年目研修（公募前研修）

目的

• 公募に向けて資金分配団体の包括的支援プログラムの戦
略を明確化する

• 実行団体の事前評価の実施方法・伴走支援のポイントを
理解する

• 資金分配団体の事前評価の方法を理解する

• 公募に向けて明確化した資金分配団体の包括的支援プロ
グラムの戦略の確認

• 実行団体選定後の事前評価とその伴走支援イメージの確
認

• 資金分配団体の事前評価と評価計画づくりの理解

到達目標

• 包括的支援プログラムで求められていること、及び、その戦
略の立て方についてイメージができる

• 実行団体の事前評価で求められていることがイメージできる
• 資金分配団体の事業評価で求められていることがイメージ

できる

• 包括的支援プログラムの戦略の完成（道筋が見える）
• 実行団体への伴走支援でやること（事前評価含む）のイ

メージができる
• 資金分配団体の事前評価と評価計画づくりのためにやるこ

とが理解できる

時間枠 3時間15分 1時間

対象者 資金分配団体の代表者、事業責任者・マネージャーなど 資金分配団体のPO

内容
• 包括的支援プログラムの戦略構築のレクチャーとワーク
• 評価と伴走支援のレクチャー（概要）

• 包括的支援プログラムの戦略の確認ワーク
• 評価と伴走支援のレクチャー（具体）と進め方の相談

オリエンからPO研修までの１ヶ月でやってもらうこと
➢ 資金分配団体のオリエン参加者から、PO（公募前研修参加予定の方）に対して内容を共有してもらう
➢ 資金分配団体の包括的支援プログラムの戦略の構築
➢ 資金分配団体としての事前評価の進め方を考えてきてもらう
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目次

１．オープニング＆チェックイン（10分）

２．【講義①】資金分配団体に求められる包括的支援プログラム（45分）

３．【演習①】資金分配団体の戦略（セオリー）構築（90分）

４．【講義②】事業成果を高める「社会的インパクト評価」入門（30分）

５．【演習②】事前評価の実施に向けて（20分）

６．クロージング＆チェックアウト（5分）

＊間に休憩を５〜１０分間入れます。
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休眠預金等交付金に係る資金の活用に関する基本方針

基本方針では、休眠預金資金の目標として、
「休眠預金等に係る資金の活用対象事業による社会の諸課題の解決」と
「社会の諸課題の解決のための自律的かつ持続的な仕組みの構築」の二つが記載されています。

基本方針では、休眠預金資金活用にあたっての基本原則として、以下の9項目が挙げられています。

休眠預金資金活用に当たっての基本原則

（1）国民への還元
（2）共助
（3）持続可能性
（4）透明性・説明責任
（5）公正性

（6）多様性
（7）革新性
（8）成果最大化
（9）民間主導

出典：休眠預金等交付金に係る資金の活用に関する基本方針（平成30年3月30日）
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休眠預金等交付金に係る資金の活用に関する基本方針

基本方針で定められた目標を達成するため、資金分配団体は単に助成団体として資金を実行団体に提供するだ
けでなく、以下のような多様な役割が求められます。

① JANPIAが提示した「優先的に解決すべき社会の諸課題」を踏まえ、地域・分野等ごとの実情と課題を俯瞰
的かつ具体的に把握・分析し、案件の発掘・形成を積極的に行う。

② 社会の諸課題の効果的・効率的な解決に向け、「包括的な支援プログラム」（以下、「包括的支援プログ
ラム」という。）を企画・設計し、これに基づき、公募により実行団体を選定し、資金支援を行うと共に、
非資金的支援を必要に応じ伴走型で提供する。

③ 実行団体の事業の特性及び発展段階を踏まえつつ、革新的手法により資金の助成を行うこと等を通じ、民
間公益活動の自立した担い手の育成を図る。

④ 実行団体による民間公益活動が適切かつ確実に遂行されるように、実行団体に対する必要かつ適切な監督
を行う。

⑤ 民間の創意・工夫の発揮を促すように支援を行うことで、社会の諸課題を解決するための革新的手法を開
発し、実用化する。

⑥ 実行団体に対して、現地調査を含む継続的な進捗管理及び成果評価の点検・検証を実施し、その評価結果
等の有効活用を促す。

⑦ 民間企業や金融機関等の民間資金を民間公益活動に呼び込むための具体策を策定し、実施する。

資金分配団体の役割

出典：休眠預金等交付金に係る資金の活用に関する基本方針（平成30年3月30日）



6Copyright 2021 JANPIA  本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。

本オリエンテーションの目的

1. 公募に向けて資金分配団体の包括的支援プログラムの戦略
を明確化する

2. 実行団体の事前評価の実施方法・伴走支援のポイントを理
解する

3. 資金分配団体の事前評価の実施方法を理解する

本日のオリエンテーションでは、以下の３点を目的にしています。
来月には、PO研修（公募前研修）がありますので、団体内に持ち帰って、POへの情報共有をお願いします。
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本オリエンテーションの到達目標

1. 包括的支援プログラムで求められていること、及び、その
戦略の立て方についてイメージができる

2. 実行団体の事前評価で求められていることがイメージできる

3. 資金分配団体の事業評価で求められていることがイメージで
きる

本日のオリエンテーションでは、以下の３点を到達目標にしています。
来月には、PO研修（公募前研修）がありますので、団体内に持ち帰って、POへの情報共有をお願いします。
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本オリエンテーションに臨む際の心構え

休眠預金等活用制度は、資金分配団体と実行団体の皆さんと
一緒に作り上げていくものです。本オリエンテーションでは
参加や双方向性を意識してより良い時間にしましょう。

「気づき・感想」や「疑問・質問」は、
いつでもZoomのチャット欄に書いてください。
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資金分配団体に求められる包括的支援戦略

ここでは、資金分配団体に求められる包括的支援として、以下４点について説明します。

（１）資金分配団体に求められる包括的支援プログラムとは

（２）資金分配団体の戦略策定について

（３）実行団体の戦略策定について

（４）事業成果を高めるための課題の分析
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資金分配団体に求められる包括的支援プログラム

資金分配団体に求められる包括的支援プログラムは、以下のように構成されています。

資金分配団体の中長期アウトカム
（最終的に目指す社会課題を解決した状態）

包括的支援
プログラム

３つの支援領域

子ども及び若者の支援 日常生活または社会生活を営む上で
困難を有する者の支援

地域社会における活力の低下 その他
社会的に困難な状況に直面している地域の支援

資金支援 非資金的支援
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資金分配団体に求められる包括的支援プログラム

資金分配団体が行う活動としては、中長期アウトカムを目指すための資金支援と非資金的支援があります。

資金分配団体の中長期アウトカム
（最終的に目指す社会課題を解決した状態）

資金支援 非資金的支援

組織基盤強化 環境整備

３つの支援領域における課題解決
（支援対象者への介入事業）

民間公益活動の自立
した担い手の育成

社会の諸課題が自律
的かつ継続的に解決さ
れる仕組みの構築
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資金分配団体に求められる包括的支援プログラム

資金分配団体の中長期アウトカム
（最終的に目指す社会課題を解決した状態）

資金支援 非資金的支援

組織基盤強化 環境整備
実行
団体
A

実行
団体
B

実行
団体
C

実行
団体
D

実行団体による支援対象者への介入事業 資金分配団体が直接実施する活動
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JANPIAの2021年度資金分配団体公募要領では、非資金的支援を以下のように整理しています。

包括的支援プログラムにおける非資金的支援

■組織基盤強化
・目標設定（ビジョン・ミッション・バリュー
の確立）
・人的基盤の確立
・資金調達を含む財政基盤の確立
・ガバナンス整備
・評価実施の支援
・調査・普及啓発等の支援 等

■環境整備
支援の出口戦略を検討し、社会の諸課題が自律的かつ
持続的に解決される仕組みを構築する活動
・ネットワーク活動
・活動の社会的意義や成果の発信
・問題の可視化・制度化を目指した提言
・新たな民間資金の調達 等

資金分配団体に求められる包括的支援プログラム

「非資金的支援」の提供は、固定化するのではなく、実行団体の要望や状況に応じて最適化した形で
実施されることが望まれます。
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（１）資金分配団体に求められる包括的支援プログラムのまとめ

✓ 資金分配団体の中長期アウトカムは、３つの支援領域に対応します。

✓ 資金分配団体の包括的支援戦略は、設定した中長期アウトカムを実現するための
「資金支援」と「非資金支援」からなります。（つまり実行団体の活動と資金分配団
体の活動により、中長期アウトカムを目指します。）

✓ 「資金支援」は、実行団体による支援対象者への介入事業です。

✓ 「非資金支援」は、資金分配団体が直接実施する活動で「組織基盤強化」と「環
境整備」からなります。

資金分配団体に求められる包括的支援プログラム
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資金分配団体に求められる包括的支援プログラム

ここでは、資金分配団体に求められる包括的支援として、以下４点について説明します。

（１）資金分配団体に求められる包括的支援プログラムとは

（２）資金分配団体の戦略策定について

（３）実行団体の戦略策定について

（４）事業成果を高めるための課題の分析
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資金分配団体の戦略策定

資金分配団体の事業計画において、戦略の図示を以下のような位置付けで扱います。
原則として、資金分配団体のセオリー・オブ・チェンジ等の図示をもとに自己評価していただきます。

事業計画

事業計画において、狙う成果（中長期アウトカ
ム）と実施する内容がどのようなつながりになってい
るのかを図式化します。（図は、セオリー・オブ・
チェンジでなくとも、アウトカムから活動までのつなが
りがわかるものであれば良いです。）

「包括的支援プログラム」とは、実行団体の活動ま
で含めた内容の図式化です。
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資金分配団体の戦略策定

資金分配団体が戦略の図式化をおこなう目的・意義は、以下の通りです。

◆事業計画で設定した事業成果（中長期アウトカム）の創出に向けて、実施する事業
活動がどのような論理構成になっているのかを確認・再整理できる。

◆上記の論理構成や、事業成果創出のために足りない介入がないかなどを確認して、事
業計画を更新することができる。

◆戦略の図式化によって、関係者（資金分配団体や実行団体、その他事業に関わる団
体など）との目線合わせや円滑なコミュニケーションに活用できる。

◆中間評価・事後評価の「実施状況の分析」も、図を用いて検証していくことができる。
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事業のセオリー（理論）とは

以下に、事業のセオリー（理論）の基本構造を示します。

出典：参考資料集（JANPIA）



21Copyright 2021 JANPIA  本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。

事業のセオリー（理論）とは

以下に、事業のセオリー（理論）で出てくる「アウトカム」の説明をします。
JANPIAの定義では、「中長期アウトカム」を「最終的に目指す社会課題を解決した状態」、
「短期アウトカム」を「事業終了時までに達成することを目指す事業目標」としています。

出典：参考資料集（JANPIA）

悪い例 良い例

地域が活性化する 地域の交流人口が増える

身体的に健康になる
週３回以上、定期的に運動するようにな
る

就職活動セミナーに参加する
就職活動のために必要な知識とマナーを
身につける

アウトカム記述のポイント
✓ 対象者の変化を書くこと
✓ 変化を具体的に書くこと
✓ 数字で測れるものにこだわ
らないこと（指標から考え
ないこと）
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事業のセオリー（理論）とは

以下に、事業のセオリー（理論）を構築する際のポイントを示します。

① 事業のセオリー（理論）は、事業の関係者が集まって、グループワーク（ワーク
ショップ）を通して作成することが効果的です。

② 事業のセオリー策定を通じて、地域や分野の課題／中長期アウトカムを整理して、
それに基づいた助成設計することができます。

③ 事業設計の妥当性は、先行研究を参照して検討することが勧められます。
論文検索サイトCiNii https://ci.nii.ac.jp/

④ 事業のセオリーは一度実施したら終わりではありません。
常に（継続的に）改善するものです。

https://ci.nii.ac.jp/
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資金分配団体の戦略策定

中長期アウトカム

短期アウトカム 短期アウトカム

アウトプット アウトプット

活動 活動

インプット インプット

資金支援 非資金的支援

資金分配団体の事業戦略（セオリー）の整理
は、図のような「資金支援」と「非資金的支援」
の区分けを意識しておこないましょう。

そして「資金支援」と「非資金的支援」それぞれの
短期アウトカム、アウトプット、活動の設計を
書き分けるようにしてください。

バラエティ課題解決型の事業のように、資金分配団
体によっては、実行団体が選定されないと戦略（セ
オリー）を作れない団体もいます。

その場合にも、資金分配団体として何を重視するの
か（達成目標と出口戦略として）をしっかりと考え
るようにしてください。
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資金分配団体の戦略策定 事業設計の型のちがい

事業設計には、大きく２種類の型があると考えられます。
それぞれの型によって、資金分配団体の戦略の作り方（事業設計の方法） 、
実行団体の募集・選定の仕方、実行団体の戦略やアウトカムの統合の仕方が変わってきます。

事業設計の型

①特定課題解決型 ②バラエティ課題解決型

（※但し、一応の整理で、すべての事業が①②にすんなり区分けできるわけではありません）
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事業設計の型① 特定課題解決型

非資金的支援
短期アウトカム

中長期アウトカム

活動・アウトプット

■特徴：資金分配団体の設定するアウトカムへの貢献度を重視して、実行団体を募集・選考・伴走支援する。
資金分配団体の戦略（事業設計）と実行団体の戦略（事業設計）は、アウトカムが共通項となる。

実行団体の戦略（事業設計） 資金分配団体の戦略（事業設計）

中長期アウトカム

組織基盤強化

環境整備

活動・アウトプット

短期アウトカム

活動・アウトプット

実行
団体A

実行
団体C

実行
団体B

実行
団体D

実行団体の事業
設計は、資金分
配団体の事業設
計の資金的支援
の部分に自然に
組み込まれる

資金分配団体が自ら設定した中長期アウ
トカム（社会課題）、短期アウトカムへの
貢献期待を示し、それに寄与する実行団
体を募集・選考・伴走支援する。
アウトカムや指標のすり合わせ・調整を、実
行団体決定後に実施する。

資金的支援
短期アウトカム
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短期アウトカム

事業設計の型② バラエティ課題解決型

非資金的支援
短期アウトカム

中長期アウトカム

活動・アウトプット

■特徴：資金分配団体が大きなテーマを設定して、自由度高く実行団体を募集・選考する。
実行団体が設定している課題を踏まえてアウトカムを抽出し、資金分配団体の戦略に反映させる。

実行団体の戦略（事業設計） 資金分配団体の戦略（事業設計）

中長期アウトカム

資金的支援
短期アウトカム

組織基盤強化

環境整備

実行
団体A

実行
団体C

実行
団体B

実行
団体D

活動・アウトプット活動・アウトプット

②解決したい社会課題、
大まかな方向性を示して
募集・選考

③実行団体ごとの戦略
作成を支援する

①はじめに大まか
な社会課題の意
識と、非資金的支
援の作戦がある。
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（２）資金分配団体の戦略策定のまとめ

✓ 資金分配団体として、設定した中長期アウトカムを達成するために、「組織基盤
強化」と「環境整備」も踏まえたセオリー・オブ・チェンジ等の図（図は、アウ
トカムから活動までのつながりがわかるものであれば良いです）を構築する必要
があります。

✓ 資金分配団体の実行団体に対する非資金的支援として、実行団体のロジックモデ
ルづくり支援が重要な「伴走支援」になります。

＊原則として、資金分配団体のセオリー・オブ・チェンジ等の図示をもとに自己評価して
いただきます。

資金分配団体の戦略策定
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資金分配団体に求められる包括的支援戦略

ここでは、資金分配団体に求められる包括的支援として、以下４点について説明します。

（１）資金分配団体に求められる包括的支援プログラムとは

（２）資金分配団体の戦略策定について

（３）実行団体の戦略策定について

（４）事業成果を高めるための課題の分析
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実行団体の戦略策定について

出典：参考資料集（JANPIA）

ロジックモデルの具体例
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実行団体の戦略策定について

参考資料集（JANPIA）をもとにCSOネットワークで作成
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実行団体の戦略策定について

出典：参考資料集（JANPIA）

ロジックモデルの作り方
ロジックモデルの作り方にはさまざまな方法があります。ここでは、一例として、事業関係者によるワークショップでのロ
ジックモデルの作成プロセスを紹介します。 詳しくは、参考資料集（WEBサイト掲載）を参照ください。

1. 中長期アウトカムを明確化し、カードなどに書き出す(参加者全員が中長期アウトカムを意識する) 

2. 短期アウトカムを明確化し、書き出す

3. アウトプットを検討し、書き出す

4. 具体的な活動を検討し、書き出す

5. 中長期アウトカム、短期アウトカム、アウトプット、活動、インプットを矢印で繋げる

6. 「インプット - 活動」、「活動 - アウトプット」、「アウトプット - 短期アウトカム」、「短期アウトカ
ム - 中長期ア ウトカム」の関係性が「手段 - 目的」、「原因 - 結果」になっているか確認する
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資金分配団体に求められる包括的支援プログラム

事例の共有

事業者（資金分配団体レベル、実行団体レベルそれぞれ）の「セオリー構築」について、本日参加
している団体の経験や計画、JANPIAプログラム・オフィサーから過去の例を紹介してください。
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資金分配団体に求められる包括的支援プログラム

ここでは、資金分配団体に求められる包括的支援として、以下４点について説明します。

（１）資金分配団体に求められる包括的支援戦略とは

（２）資金分配団体の戦略策定について

（３）実行団体の戦略策定について

（４）事業成果を高めるための課題の分析
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それでは「事業成果」を高めるために、何が必要でしょうか？
そもそも「事業成果」とは、なんでしょうか？

事業成果を高めるための課題の分析

社会課題の解消

事業成果を
高めるには、
これらの課題を
明確に把握する
ことが必要

事業成果の創出

資金分配団体の中長期アウトカム
（最終的に目指す社会課題を解決した状態）

民間公益活動の
自立した担い手の育成

社会課題の解決のための
自律的かつ持続的な仕組みの構築
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「事業成果」を高めるために、「社会課題の解消」を考えるとします。
例えば、この時の「課題の分析」として以下が重要です。

事業成果を高めるための課題の分析

（ア）社会課題の把握
・社会課題の構造をしっかり分析できると、課題解決の精度が向上します。

（イ）対象者の絞り込み
・直接介入する対象者、対象地域にいる潜在的な対象者の把握と、事業対象の絞り込み

が重要です。

（ウ）最終受益者の明確化
・どのような変化を受益者にもたらせるかを事業設計（セオリー構築）で明確にする

ことが、休眠預金を活用して実施する意義につながるので大事な点です。
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事業成果を高めるための課題の分析

（ア）社会課題の把握

出典：参考資料集（JANPIA）
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事業成果を高めるための課題の分析

出典：参考資料集（JANPIA）

（ア）社会課題の把握
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事業成果を高めるための課題の分析

出典：不安な個人、立ちすくむ国家（経産省若手プロジェクト）

（ア）社会課題の把握
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事業成果を高めるための課題の分析

出典：参考資料集（JANPIA）

（イ）対象者の絞り込み と （ウ）最終受益者の明確化
対象者の絞り込みと最終受益者を明確化するために、「関係者分析」の方法を学びましょう。
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事業成果を高めるための課題の分析

参考文献:『PCM 開発援助のためのプロジェ クト・サイクル・マネ
ジメント:参加型計画編』 (2007 年)一般財団法人国際開発機構 . 

出典：参考資料集（JANPIA）

（イ）対象者の絞り込み と （ウ）最終受益者の明確化
対象者の絞り込みと最終受益者を明確化するために、「関係者分析」の方法を学びましょう。
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事業成果を高めるための課題の分析

JANPIAプログラム・オフィサー
より、事例紹介
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課題の分析の実事例）教育機関におけるいじめ問題
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課題と活動の１事例ーいじめ問題

• 以下の持ち込まれた事業プランを見て、課題や事業設計について分析をしてみて下さい。
どの様なコメントをしますか？

（課題）
少子化、核家族化の影響による児童生徒の自制心や耐性の低下（文部科学省「子

どもの育ちと現状の背景」）、子どもへのICT普及に基づくいじめの陰湿化（ネットいじめ件

数前年比120%↗）などから、年々学校におけるいじめの数は増加傾向にある。

2020年度文部科学省調査によるいじめ認知件数は61万件を超え、過去最多
の数値となっている。コロナ禍における子どものストレス増加、生徒間の
関係性の希薄化等から、事態は深刻さを増すことが見込まれる。この状況
に対する早急な対応が求められる。

（事業活動）
よって、今回、当団体は、自制心や耐性の低下への対応、陰湿ないじめのア
プローチとして、以下の活動を実施・展開する。
・児童生徒の自制心、道徳観を向上させる教材の開発、提供
・陰湿ないじめの発見に寄与する「匿名相談窓口」の設置と匿名アプリ提供
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活動の決定時に置いていた“隠れた前提”（１）

• このつながりは大丈夫か？

自制心や耐性が下がって
いる

子どものいじめが増える

• このつながりは大丈夫？隠れた前提は？

自制心や耐性が下
がっている

道徳授業教材を
提供する

子どものいじめが
減る

自制心や耐性の向
上はいじめ抑制に

有効だ

適切な教材をつ
かって適切に授業
が行われれば自制
心や耐性は向上す

る

今足りていないの
は適切な授業の教
材がないからだ

（課題）

適切な授業の教材
が提供されれば、
適切な授業が実施

される
（アプローチ）

この仮説は正しい？
これが主要な要因？

ここの検証は大丈夫
か？仮説は本当か？
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実際はどうだったか？（１）

• 道徳教材はすでに多数存在するが、学校側がリーチでき

ていない

• カリキュラムの中で時間の取り合いをしており、実施で

きる時間が限られる

• 実施を決定する教員は積極的にはこのテーマをやりたが

らない

• 有効な道徳教育とはどのようなものか、や、いじめと道

徳教育の因果関係が不明
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活動の決定時に置いている“隠れた前提”（２）

• このつながりは大丈夫？隠れた前提は？

• やりたかったことは？これで実現できる？このアプローチは有効？

ICT化により、
陰湿ないじめが

増えている

匿名相談により陰
湿ないじめが発見

される

陰湿ないじめが密
ならないのは安心
して相談できる方
法がないからだ

いじめが発見され
ることで、苦しん
でいる子どもに支

援の手が届く
（アウトカム）

陰湿ないじめが増
えた主要な要因は

ICT

安心して相談でき
る為の障壁は通報
できるチャネルが
既存にないことだ

（課題）

安心して相談でき
るための障壁は通
報できるチャネル
があれば、いじめ

は発見される

ICT化により、
陰湿ないじめが

増えている

匿名相談により陰
湿ないじめが発見

される

支援の手が届かな
いのはそもそも相
談がなくて発見が
できないからだ

（課題）

支援の手が届くこ
とで‥

ここの検証は大丈夫
か？仮説は本当か？
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課題の理解ー実際はどうだったかー受益者に聞いてみる①

安心して相談でき
るための障壁は通
報できるチャネル

がないことだ
（課題）

0

40

80

120

160

導入前 導入後

実験校でのアプリ導入前後の
いじめ相談件数変化（年間）

140

14

（件）

Lineでの相談サービス
試験件数（2週間/長野市）

547件

⇒課題は”相談方法（チャネル）が
ない“でOKか？
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課題の理解ー実際はどうだったかー受益者に聞いてみる②

配布資料からは削除
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課題の構造ー実際はどうだったか：やってみておきたこと

相談件数は
大きく増加

様々な重み、内容
が入り混じり、

教員の確認対応業
務増加

教員の多忙化が加
速し、一人ひとり
にかける時間が減

少

容易に対応できる
案件のみ

いじめ認定

クラス内把握への
時間減少

いじめの埋没

逆に悪化させてしまって
いるのではないか…
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２．課題の構造ー社会課題は複雑に絡み合っている

いじめ構造の分解例（一部）

当然、全部はできない…どうするか？どこに自団体でアプローチする
か？を検討
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課題の構造ー多様な視点から更新する場を繰り返し設定

自団体の活動として、“課題を取り巻く多様な立場の人と
課題の構造を一緒に可視化していく“ことを一つの軸に設定

（ディスカッション時の図解例）
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課題の構造から仮説を作って再調査

配布資料からは削除
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（再掲）課題と活動の１事例実ーいじめ問題

改めて振り返ると…
・課題として取り上げているのは課題ではなく単なる事象

⇒自団体としてやりたいこと、に対して後付けでファクトを引っ張っただけ

（課題）
少子化、核家族化の影響による児童生徒の自制心や耐性の低下（文部科学省「子

どもの育ちと現状の背景」）、子どもへのICT普及に基づくいじめの陰湿化（ネットいじめ件

数前年比120%↗）などから、年々学校におけるいじめの数は増加傾向にある。

2020年度文部科学省調査によるいじめ認知件数は61万件を超え、過去最大
の数値となっている。コロナ禍における子どものストレス増加、生徒間の
関係性の希薄化等から、事態は深刻さを増すことが見込まれる。この状況
に対する早急な対応が求められる。

（事業活動）
よって、今回、当団体は、自制心や耐性の低下への対応、陰湿ないじめのア
プローチとして、以下の活動を実施・展開する。
・児童生徒の自制心、道徳観を向上させる教材の開発、提供
・陰湿ないじめの発見に寄与する「匿名相談窓口」の設置と匿名アプリ提供
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実施していく中で大切だと感じたこと

• 課題の分析は大変だがとても重要

• 自分たちが置いている“隠れた前提”を探してみる

• どこにどこまでやる？を皆で考える

• やってみて、更新していく

• 本当はなにを実現したいんだろうか、
それにこれで届くだろうか、を自分たちはもちろん
課題を取り巻くみなに問い続ける
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事業成果を高めるための課題の分析

事例の共有

「課題の分析」について、本日参加している団体の経験や計画、他のJANPIAプログラム・オフィ
サーから過去の例があれば、紹介してください。
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目次

１．オープニング＆チェックイン（10分）

２．【講義①】資金分配団体に求められる包括的支援プログラム（45分）

３．【演習①】資金分配団体の戦略（セオリー）構築（90分）

４．【講義②】事業成果を高める「社会的インパクト評価」入門（30分）

５．【演習②】事前評価の実施に向けて（20分）

６．クロージング＆チェックアウト（5分）

＊間に休憩を５〜１０分間入れます。
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【演習①】資金分配団体の戦略（セオリー）構築

資金分配団体としての「包括的支援プログラム」を整理してください。

「中長期アウトカム」を達成するための「資金支援」と「非資金的支援」の
達成目標（短期アウトカム）を明確にしましょう。

【演習のポイント】
✓ 「中長期アウトカム」を明確にしましょう。
✓ 「資金支援」と「非資金的支援」（組織基盤強化、環境整備）の「短期アウトカム」を明確にしてください。
✓ 「中長期アウトカム」、 「短期アウトカム」は、課題の分析にもとづいて設定してください。
✓ 「中長期アウトカム」と「短期アウトカム」の関係性の整理は、優先度を高くして行ってください。
✓ 審査委員のコメントも参考にしましょう。

以下のお題について、担当のJANPIAプログラム・オフィサーと相談してください。
（ブレイクアウト・セッション、90分間。前半・後半で分けて、間に疑問点の解消の時間を設けます）
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【演習①】資金分配団体の戦略（セオリー）構築

ブレイクアウトルームで議論を行う中で、
気がついたこと、疑問に思った点等を
発言・チャットで共有してください。



59Copyright 2021 JANPIA  本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。

目次

１．オープニング＆チェックイン（10分）

２．【講義①】資金分配団体に求められる包括的支援プログラム（45分）

３．【演習①】資金分配団体の戦略（セオリー）構築（90分）

４．【講義②】事業成果を高める「社会的インパクト評価」入門（30分）

５．【演習②】事前評価の実施に向けて（20分）

６．クロージング＆チェックアウト（5分）

＊間に休憩を５〜１０分間入れます。
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休眠預金活用法における評価の目的

休眠預金活用法における「評価の目的」を確認しましょう。
本制度における評価は、活動の成果を検証・可視化し、3つの目的に活用することを想定しています。

出典：事前評価ハンドブック（JANPIA）
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【午前中の説明の再掲】事業全体のスケジュール（簡略版）

進捗報告

2022年度2021年度 2023年度 2024年度 2025年度

評価

▲：実行団体が提出する書類
●：資金分配団体が提出する書類

事前評価
▲見直し後事業計画・評価計画

●見直し後事業計画・評価計画

●点検・検証

●進捗報告
・中間評価報告

●点検・検証

▲進捗報告・中間評価報告

報告＆中間評価
▲事業完了報告・事後評価報告

●事業完了報告
・事後評価報告

●点検・検証

報告＆事後評価

●進捗

▲進捗

報告

●公募結果報告

公募結果報告

●年度末

▲年度末

報告

●年度末

▲年度末

報告

●進捗

▲進捗

報告

●経費精算報告

▲経費精算報告

報告

精算
●精算見込

・次年度計画

▲精算見込
・次年度計画

見込

●経費精算報告

▲経費精算報告

報告

●精算見込
・次年度計画

▲精算見込
・次年度計画

見込

●経費精算報告

▲経費精算報告

報告

▲ 4月 ▲7月 ▲10月

●4月 ●10月

助成金
申請・受領

▲契約時

●契約時

▲10月 ▲ 4月 ▲7月 ▲10月

●4月 ●10月

※助成金申請・受領のみ、提出時期を記載

19年度・20年度事業との違い
・評価計画は「契約時」ではなく「事前評価時」に作成
・事前評価報告書式はなし

この他、月次で実施いただくことがあります。（月次面談、収支管理簿等の提出）
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評価の基本：定義

評価 ＝ 事実特定 ＋ 価値判断

思い込みではない事実を
提示する

「良い・悪い」の基準に透明性を
もたせ、判断をする

【参考】評価の学術的定義
“評価は物事の本質、価値、意義を体系的に明らかにすることである” (Scriven)

“プログラムの活動、性質、アウトカムの情報を体系的に収集し、当該プログラムについて何らか
の判断を下し、プログラム介入による効果の改善を行い、将来のプログラムについての決定を
行うことである” （Patton）
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社会的インパクト評価

出典：事前評価ハンドブック（JANPIA）

本制度では、
●中長期アウトカムを「最終的に目指す

社会的課題を解決した状態」、
●短期アウトカムを「事業終了時までに

達成することを目指す事業目標」
と定めています。
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社会的インパクト評価

１について
評価の客観性や正当性を確保するという前提で、評価の全過程において、事業の実施主体が自ら行
う「自己 評価」を基本としています。また、必要に応じて、資金分配団体が実行団体の自己評価を
伴走支援します。 そのうえで、実行団体の評価報告は資金分配団体が点検・検証を行い、事業の改
善や広報(説明)などに有 効活用することを目指します。

２について
事前評価を実施したら、中間評価と事後評価の計画を記載した評価計画を提出する。

出典：事前評価ハンドブック（JANPIA）
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社会的インパクト評価

出典：事前評価ハンドブック（JANPIA）
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社会的インパクト評価

本制度における社会的インパクト評価は、以下の４つの分析からなります。
資金分配団体、実行団体の双方に、社会的インパクト評価が求められます。

課題の分析

（ニーズの分析）

事業設計
の分析

（セオリーの分析）

実施状況
の分析

（プロセスの分析）

アウトカム
の分析

社会的インパクト評価の４つの要素

社会的インパクト評価のどの分析においても、資金分配団体と実行団体との情報の共有、意見交
換、継続的なコミュニケーションなど、一体となった分析をおこなうことが大事です。
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社会的インパクト評価

社会的インパクト評価の４つの分析について、
事前評価、中間評価、事後評価で、どの分析が求められるのか確認しましょう。

課題の分析
（ニーズの分析）

事業設計の分析
（セオリーの分析）

実施状況の分析
（プロセスの分析）

アウトカムの分析

事前評価 中間評価 事後評価

• 主な目的：効果的な事業戦
略の立案

• 事前評価として、「課題の分析」 、
「事業設計の分析」をおこなう

• 上記の分析結果をもとに、「評価
計画」 （中間評価・事後評価の
計画）を立案する。

• 主な目的：アウトカム達成に
向けた進捗確認と事業改善

• 中間評価として、 「課題の分
析」 、 「事業設計の分析」 、
「実施状況の分析」 、（可能で
あれば） 「アウトカムの分析」をお
こなう

• 上記の分析結果をもとに、必要で
あれば事業戦略を更新する

• 事業改善としては、事業活動や
予算・人材等の資源配分の見直
しなどがある

• 以上を、「中間評価報告書」にま
とめる

• 主な目的：アウトカム達成
状況の把握、事業の妥当性
の検証

• 事後評価として、「アウトカムの分
析」をおこなうことで、意図した成
果が生まれたか、予期しない成果
が生まれていないか等を検証する

• 「課題の分析」と「事業設計の分
析」、 「実施状況の分析」結果に
もとづいた振り返りをおこなうことで、
事業の妥当性を検証し、事業者
としての学びを抽出する

• 以上を、「事後評価報告書」にま
とめる
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社会的インパクト評価

課題（ニーズ）の分析のポイント

「課題の分析」によって、重要なアウトカムを特定できます。
「課題の分析」では、特に以下（再掲）を意識しましょう。

（ア）社会課題の把握
（イ）対象者の絞り込み
（ウ）最終受益者の明確化

「課題の分析」では、「組織基盤強化」と「環境整備」の視点も重要です。
資金分配団体として、当該分野で活動する団体の組織的な課題や対象地域における環境的な
課題を把握することが、効果的な「非資金的支援」の戦略立案につながります。

申請した事業計画の内容について、そもそもその問題設定でよいのかを事実による現状認識
や、事業者のビジョンと照らし合わせて確認しましょう。

「課題の分析」がしっかりできると、効果的な「事業設計」につながり、それが最終的なアウトカム
創出につながります。
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社会的インパクト評価

事業設計（セオリー）の分析のポイント

事業設計（セオリー）が、事業計画と事業実施、
そして事業改善の基礎になります。

確認された課題を解決した状態が、アウトカムの創出です。

事業実施により、そのアウトカムが達成されるというのは
どういう理屈（論理）によるものか、可視化してみましょう。

事業設計の分析をおこない際に、「望ましい変化を生み出すための手段は妥当か」、
「望ましい変化を生み出すために、もっと効果的な手段はないか」を検討しましょう。

その際に、
・事業関係者とのディスカッションやワークショップをおこなうこと
・先行研究を参照すること
などがおすすめです。

また事業設計（セオリーは）一度実施したら終わりではありません。
常に（継続的に）改善するものです。
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社会的インパクト評価

実施状況（プロセス）の分析のポイント

事業実施期間中、実際に何が起こっているかをしっかりモニター
し、想定された論理の道のりの通りに物事が推移しているかを
チェックし、必要な軌道修正を行いましょう。

事業実施の中で、なるべくリアルタイムにデータを集めるような
工夫をすることがポイントです。

例としては、
・ 実行団体のプログラム実施の際に、アウトプットや直接的な
アウトカムのデータをとる

・ それを月次の資金分配団体と実行団体の協議の際に確認する
などです。
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社会的インパクト評価

アウトカムの分析のポイント

休眠預金等活用の評価指針においては、「短期アウトカム」が
事業終了時のアウトカムとして設定されます。

そのため事業終了時に、設定していた「短期アウトカム」の目標
を達成できたか、事業実施の前後で「短期アウトカム」の変化を
検証するものです。

比較グループを置いた「ありなし」比較は実施困難な場合がほとんどのため、
設定した「目標値・目標状態」を基準にした前後比較が中心になります。
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目次

１．オープニング＆チェックイン（10分）

２．【講義①】資金分配団体に求められる包括的支援プログラム（45分）

３．【演習①】資金分配団体の戦略（セオリー）構築（90分）

４．【講義②】事業成果を高める「社会的インパクト評価」入門（30分）

５．【演習②】事前評価の実施に向けて（20分）

６．クロージング＆チェックアウト（5分）

＊間に休憩を５〜１０分間入れます。



73Copyright 2021 JANPIA  本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。

【演習②】公募開始に向けて

公募にむけての戦略づくり（事業設計）のために、担当のJANPIA プログラ
ム・オフィサーとやるべきこと、スケジュールを確認しましょう。

以下のお題について、担当のJANPIAプログラム・オフィサーと相談してください。
（ブレイクアウト・セッション、20分間）
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目次

１．オープニング＆チェックイン（10分）

２．【講義①】資金分配団体に求められる包括的支援プログラム（45分）

３．【演習①】資金分配団体の戦略（セオリー）構築（90分）

４．【講義②】事業成果を高める「社会的インパクト評価」入門（30分）

５．【演習②】事前評価の実施に向けて（20分）

６．クロージング＆チェックアウト（5分）

＊間に休憩を５〜１０分間入れます。
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おわりに：評価関連経費の効果的な活用方法について

最後に、評価関連経費の効果的な活用方法について、説明をおこないます。

前提として押さえるポイント

1. 何のために評価をするのか
2. 自己評価が基本
3. 評価の客観性や正当性をどう確保するか

評価の質をどのように上げられるか

➾本制度において、基本的には第三者による「専門的な評価」は求めていません。
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おわりに：評価関連経費の効果的な活用方法について

「何のために評価をするのか」については、以下をもう一度確認しましょう。

評価は事業を応援するツールです
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おわりに：評価関連経費の効果的な活用方法について

考えるポイント：評価の質をどのように上げることができるか

・客観的に自分たちの活動を見れる力
・評価をツールとして使いこなす力

どうすれば身につけられるか?

◼ 実行団体同士の現場から学ぶ・客観的に見る機会を作る
◼ 専門家から学ぶ機会を作る

➢ 分野専門家や評価専門家による事業に対する伴走支援
➢ 事業設計作りのワークショップの開催
➢ 第三者委員会等を作り、自分たちの事業計画や評価について定期的にコメントをもらう

場を設ける
◼ 事業の可視化・ビジュアル化し発信する
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